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別記様式（第四号関係） 

 

農業経営改善計画認定申請書 
 
                              令和５年４月10日 
  長野市長 宛 
                      申請者住所 長野市大字鶴賀緑町1613番地 
                            氏名 長 野  一 郎        （印） 
 
                            昭和51年４月１日生（46歳） 
                      ＜法人設立年月日   年  月  日設立＞ 

電話番号 026-224-5037 
 

 農業経営基盤強化促進法（昭和55年法律第65号）第12条第１項の規定に基づき、次の農業経営
改善計画の認定を申請します。 

農 業 経 営 改 善 計 画 

 
①目標とする営農類型 

 
単一経営 果樹 

 
 
 
②経営改善の方向の概要 

 
・晩生種の一部を中生種に転換することで労働力の分散を図る。 
・年間所得 500万円、労働時間 2,000時間を目指す。 
 
（年間農業所得及び年間労働時間の現状及び目標） 

 現状 目標  (令和10年) 

年間農業所得 4,600 千円 5,000 千円 

年間労働時間 2,000 時間 2,000 時間 

③
農
業
経
営
の
規
模
の
拡
大
に
関
す
る
目
標 

作目・部門名 
現状 目標（令和10年） 

作付面積 
飼養頭数 

生産量 
作付面積 
飼養頭数 

生産量 

りんご 
ふじ（普通） 
ｼﾅﾉｽｲｰﾄ（新わい化） 

ｼﾅﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ（新わい化） 

 
作業受託 
せん定 
防除 

 
100ａ 
  
 

 
 

50ａ 
20ａ 
 

 
40ｔ 
  
 
 
 
 
 
 

 

 
50ａ 
50ａ 
10ａ 

 
 

70ａ 
30ａ 
 

 
20ｔ 
19ｔ 
4ｔ 
 
 
 
 

 
経営面積合計 

 
100ａ 

 
 40ｔ 

 
110ａ 

 
43ｔ 
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③
農
業
経
営
の
規
模
の
拡
大
に
関
す
る
目
標

 
 
 

区分 地目 
所在地 

(市町村名) 
現状 目標（令和10年） 

所有地 畑 長野市 100ａ 100ａ 

借入地 畑 長野市  10ａ 

特定作業受託 

作目 作業 
現状 目標（  年) 

作業受託面積 生産量 作業受託面積 生産量 

      

      

作
業
受
託 

作目 作業 現状 目標（令和10年) 
りんご 
 

せん定 
防除 

50ａ 
20ａ 

 

70ａ 
30ａ 

 

単純計 70ａ 100ａ 

換算後 35ａ 50ａ 

農畜産物の
加工・販売
その他の関
連・附帯事
業 

事業名 内容 現状 目標（ 年） 

    

 

④

生

産

方

式

の

合

理

化

に

関

す

る

目

標 

機
械
・
施
設 

機械・施設名 
型式、性能、規模等及びその台数 

現状 目標（令和10年） 
乗用型ﾄﾗｸﾀｰ 
ｽﾋﾟｰﾄﾞｽﾌﾟﾚﾔｰ 
 
乗用型草刈機 
 

１台（20PS） 
１台（600㍑） 
 
１台 
 
 

１台（20PS） 
１台（600㍑） 
（令和５年更新） 
１台 
 
 

農利 
用用 
地条 
の件 

現状 目標（令和10年） 
10～15ａの圃場が中心と
なっている。 

新たに借りる優良農地について現圃場に近い場所を選定す
る。 

作合 
目理 
・化 
部の 
門方 
別向 

作目・部門名 現状 目標（令和10年） 

りんご ふじ（普通） 
ふじ（普通）+ｼﾅﾉｽｲｰﾄ（新わい化）

+ｼﾅﾉｺﾞｰﾙﾄﾞ（新わい化） 
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 現状 目標（令和10年） 

 
 
⑤経営管理の合理化 
  に関する目標 
 

簡易簿記による青色申告 
複式簿記による経営管理を行う。 
研修会等に積極的に参加し、経営能力の
向上を図る。 

 
 
⑥農業従事の態様等
の改善に関する目
標 

 

給与及び休日を定めていない。 
家族経営協定による給与制の導入 
終業時間の明確化をする。 
休日の計画的な取得を図る。 

⑦
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置 

経営改善の目標 措置 

経営規模拡大 

 

生産基盤の安定 

 

 

経営の合理化 

 

農業の法人化 

 

 

補助金・資金の利

用 

 

 

 

農地中間管理機構や長野市の利用権設定等促進事業への申し出を通

じ、優良農地を借りる。 

 

ふじからｼﾅﾉｽｲｰﾄ及びｼﾅﾉｺﾞｰﾙﾄﾞに品種更新をし、作業の分散化を図

る。 

 

複式簿記の習得及びﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ研修の受講をする。 

 

農業生産法人の設立に向けて生産基盤の強化及び経営面積の拡大を進

める。 

 

農業機械（ｽﾋﾟｰﾄﾞｽﾌﾟﾚﾔｰ）を更新するため、各種補助金や農業制度資

金を利用する。 
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(※ 繁忙期に２人を10日雇用した場合) 

 

（
参
考
）
経
営
の
構
成 

氏  名 

 

（法人経営にあっては

役員の氏名） 

年齢 

代表者との続柄（法

人経営にあっては役

職） 

      現状 見通し 

 

担当業務 
  

 年間農業従事 

日数（日） 

 

担当業務 
 

年間農業従事 

日数（日） 

長野 一郎 45 本人 
作業全般 
技術・経営 

300 
作業全般 
技術・経営 

250 

長野 花子 45 配偶者 作業全般 300 作業全般 250 

長野 十郎 71 父 作業全般 200 作業全般 150 

       

       

   
 

    

   
 

    

雇
用
者 

常時雇（年間） 実 人 数 現状 人 見通し 人 

臨時雇（年間） 
実 人 数 現状 ２人 見通し ３人 

延べ人数 現状 ※20人 見通し 45人 

（参考） 
 
他市町村の 
認定状況  

 

認定市町村名 認定年月日 備考 

   

   


